巨大な 旧式 洋館の 大沢 子爵 邸内の 春の 夜 はヒッ ソリ 

かん グランド ファザ I 

閑と 静まり返って、 階下 玄関の 大 時計の ユック リ 

ユック リ とした 振子の 音が 冴え返つ ていた。 

玲子は その 時計の 針 を 見ようと したが、 近寄れば 近 

寄る ほど 背が 低くな つ て 駄目な ことが わか つたので、 

思いきって その 時計の 横の スィッチ を 捻って、 白い 文 

字 板の 二 時 十分 を 指して いる 長針と 短針 を チラ リと見 

ると 直ぐに また、 消して しまった。 すると その 時に 二 

階の 階段の 上から、 足音 を 忍ばして 降りて 来 かかった 

派手な 波斯 模様の 寝間着の 裾と、 白い、 しなやかな 素 

足の 爪先が ヒ ラヒラ と、 慌てて 二階の 方へ 逃げ 上って 



r …… 泥棒 …… 何が 泥棒です …… 」 

「あの …… あの …… このごろ …… アム— ルが 御飯 を 食 

ベ なくなり ましたので …… 」 

マダ ム の 薄 い 唇に 冷笑が 浮かんだ。 

「ほほ ほ。 利いた 風な こと を 言う ものではありません _ 

うち 

泥棒が 家の 犬 を手馴 ずけ るた めに 何 か 喰べ 物で も 遣つ 

て いる と言うので すか」 

「 」 

「ハツ キリ 返事 をなさい」 

「 …… ハ …… ハイ …… 」 

「何が ハイです。 うちの アム ー ルは、 そんなに 手軽く 
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というう ちに ッ カツ 力と 近寄 つ て 来て その 手紙 を 

引った くって 無造作に 封 を 破った。 中味 を 拡げる と 

シャンデリアの 方向に 向けて 読み 初めた。 

玲子は 今にも 鞭が 降り 落ちて 来る かの ように、 その 

前に ベタリと 坐って 両手で 顔を蔽 うた。 

「ホ ホホ。 この 手紙が どうしたんで すか …… 何です つ 

て …… 『弓 子、 久し振り だな あ、 よも や 忘れ はしまい。 

ぬまぎ リきょ う さ く 

俺 は 十五 年 前に 別れた お前の 夫、 沼 霧 匡 作 だ』 …… ホ 

ホ …… 何だか 時代め いたお 芝居みたい ねえ。 この 弓 

子って 誰な の …… え …… 玲 子さん …… 。 お前さん、 

知っている 人な の 9 …… 」 



うち 

お前の 家と、 お前 自身の 全 財産 を 現金に 換えて しまえ _ 

そうして その 仕事が 済んだら、 お前の 寝室に 青で も 赤 

でもい いから 色の 変った 電燈を 点けろ。 俺が 直ぐに 迎 

えに 行く。 犬 は 殺して おく 方が いい。 女中と、 この 手 

紙 を 持って行く 娘 は 麻酔薬 か 何 かで 眠らせて おけ。 麻 

酔 薬がなければ 夕食後に 殺して おいても いい。 後 は 俺 

が 引受ける。 絶対に 誰に も わからない、 お前に も 決し 

て 面倒 を かけない 方法で 片付けて やる。 心配す るな』 

…：- J 

「 」 

「ああ。 やっと わかった わ。 ねえ 玲 子さん。 この 男 は 



この 根 高 弓 子の 財産 を 横取りし てから、 弓 子 を 殺して 

高飛びす るつ もりよ。 トテモ 恐ろしい 悪党よ この 男 は 

…… 呆れた …… 『念のために 言って おくが、 お前 は 今 

の 娘の 家庭教師の 何とかい う 若い 大学生に 惚れて いる 

よう だ。 お前が 主人の 留守中に あの 大学生に 何 かィャ 

うち 

らしい こと を 言った ので、 あの 大学生が、 お前の 家に 

足踏み をし なくなつ たこと も 俺 は チャンと 知っている _ 

それが 今のところ では 俺の 一 番の 気が かりにな つてい 

る。 万一お 前が、 あの 大学生に 引かされ てこの 計 劃 を 

遣 損なうよ うな ことがあったら、 俺 は あの 大学生と お 

うち 

前 を 縛って、 お前の 家の 裏庭の 古井戸に 生きながら 投 



…：- J 

玲子は 黙って うなずいた。 

「どんな 人だった の …… 」 

母親の 顔が 今までに 一度 もない くらい 優しい、 柔和 

な、 親切に みちみちた 顔だった ので、 玲子は 思わず ホッ 

と タメ 息 を 吐いた。 

「 …… あの …… ルン ぺ ン みたい な 人 …… 」 

「いくつぐ らいの 人だった の」 

「 …… あの …… よく わかりませんでした けど、 四十 か 

五十 くら いの 髯をボ オボ ォと 生やした 怖い顔の 人… 

…」 



して 先生に 今 一 度 あなたに 教えに 来て 下さる ように ァ 

ナタ から 頼んで いらっしゃい。 ね。 ね。 …… さあさあ。 

やす 

それ を 楽しみにして お寝み なさい。 寝間着 一 つで 風邪 

を 引きます よ。 サ アサ ァ。 もう 何も 心配な こと はない 

のです から …… 」 

玲子は 思いがけなく 変った 母親の、 親切 この 上 もな 

ほ i こ 

い 態度に 絆され たらしく、 なお もシ クシ ク 泣き 続けて 

うち 

いたが、 その 中に ャット の 思いで 立 上った。 涙 を 拭き 

拭き、 

「おやすみなさい」 

と 言って 顔 を 上げた が、 その 時にはもう マダム 竜 子 



と 叫んで 走り 寄って、 血 だらけの 胸に 鎚 りついて 

ヮッ とば かりに 泣き伏した …… 。 

…… と 思った がかの 時 遅く この 時 早く、 玲子は その 

屍体の 一 歩 手前で、 背後から シッ カリと 抱き止められ 

ていた。 

そう 気がついた 玲子 は、 全身の 血が 一 時に ピッ タリ 

と 冷え 凍った ように 思った。 抱き止められた まま、 ま 

たも 石の ように 固くなって、 手足 を 縮み 込ませて いた _ 

その 時に 背後から 抱き止めた 人が 声をかけた。 それ は 

静かな 優しい声であった。 

「玲 子さん。 屍体に 触つ ちゃい けません。 もう ジキ警 



「あの 時の あの 女の 度胸の よかった こと ：•：. あんなに 

も 恐ろしい 手紙 を 読みながら 平気の 平 左で、 即座に 玲 

子さん を 欺して、 この 僕 を オビ キ 寄せさせよ うとした 

あの 智慧の 物す ごかった こと … … 僕 は あの ルンペン 男 

の 背後に 隠れて 聞きながら ゾ ッ としてし まいました 

よ」 

と 言い さして 中 林 先生 はホッ とふる えた タメ 息をし 

た。 玲子 もまた ガ タガタ ふるえ 出しそう になった の を 

中 林 先生の 腕に 鎚 つて やっと 我慢した。 

「けれども あの 時に あの 女が ァノ 手紙 を 読んだり、 そ 

の 文句 を 冷やかしたり さえし なければ、 あの 女 は 殺さ 
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